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1. 世界保健機関 WHO

• 国際連合機関 （194 国連加盟国）

• 持続可能な開発指標SDG3:すべての人に健康と
福祉を。

• 危機的な健康課題について、リーダーシップの
発揮

• 健康課題に関するガイドラインや基準の作成

• エビデンスに基づく倫理的な政策を明確にし、
国連加盟国への技術支援

• 健康に関する指標の評価、モニタリング

• 研究課題の形成



世界保健機関 WHO

• 本部 : ジュネーブ, スイス

• ６ 地域事務局

for the Africa  (AFRO)

for the South East Asia (SEARO) 

for the Eastern Mediterranean(EMRO)

for the Europe (EURO)

for the Western Pacific (WPRO)

for the Americas (AMRO)

• 148 country offices



WHO 本部 組織図



2．高齢者とは？

• Over 65 years?

• 日本老年学会の提言 （2017年1月5日）

65－74歳 准高齢者

75－89歳 高齢者

90歳以上 超高齢者

従来の定義による高齢者を、社会の支え手でありモチベーショ
ンを持った存在として捉えなおす

* 社会保障制度における年齢の定義の見直しは

慎重に議論しなければならない

Older person: a person whose age has passed the median 
life expectancy at birth
Older age: Second half of life  (WHO)



高齢者とは何歳以上か？
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平均寿命

• 平均寿命 Life expectancy  
84.26歳 (男性 81.49歳 女性 86.94歳)
(スイス 83.45 歳 男性 81.75歳 女性85.08歳
世界平均 73歳)

• 健康寿命 Healthy life expectancy
介護などの必要がなく、日常生活を支障なく過ご
せる期間
74.09歳 (男性 72.64 歳 女性 75.48歳)
（世界平均 63.7歳）

2019年 Global Health Observatory (GHO) data、WHO



The New York Times
Nov 30 2017





世界の高齢化
Populations are getting older
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There is no “typical” older person
典型的な高齢者はいない



世界的に人口高齢化が加速する中、人々と家族、そして地域社会が健康的に歳を重ねる
ために、10年をかけて、政府、市民社会、国際機関、専門家、アカデミア、報道機関、民間
セクター等の協調行動を促すもの。

Action Areas

• Changing how we think, feel and act towards age and ageing
年齢や高齢化に対する考え方、感じ方、行動を変える

• Ensure that communities foster the abilities of older people
コミュニティが高齢者の能力を育成することを保証する。

• Deliver integrated care and primary health services responsive
to older people
高齢者のニーズに応じた、人を中心とした包括ケアおよびプライマリケアを提供する

• Provide access to long-term care for older people who need it
要介護の高齢者に介護サービスを提供する。

3．WHO の高齢化への取り組み
UN Decade of Healthy Ageing (2021-2030): 

健康な高齢化の10年

https://www.who.int/initiatives/decade-of-healthy-ageing



高齢化と健康に関するワールドレポート 2015
https://apps.who.int/iris/handle/10665/186463

『健康な高齢化の10年』に関する基調報告書 2020

https://apps.who.int/iris/handle/10665/338677

健康な高齢化とは、高齢期に

ウェルビーイングを実現可能に

するための機能的能力を発達お

よび維持する過程

https://apps.who.int/iris/handle/10665/186463
https://apps.who.int/iris/handle/10665/338677


機能的能力 （個人の内在的能力と環境との組み合わせと相互作用）

内在的能力（個人のあらゆる身体的、
精神的能力をあわせたもの）

環境 （住居、補助具、交通機関、社会設備など）

健康な高齢化を構成する三つの要素



機能的能力
Domains of functional ability

基本的な
要求をみ
たす

学習、成長、
意思決定

移動可能
である 関係を築き

維持する

貢献する



健康な高齢化のための公衆衛生の枠組みと機会
Opportunities to foster Healthy Ageing

高く安定した機能 機能低下 顕著な機能喪失

機能的
能力

内在的
能力



高齢者がよく直面
する問題

高齢者のニーズ
に応じて、地域
に密着した包括
的なアプローチ

ICOPE

専門医 病院 かかりつけ医

分断されたサー
ビスの提供1

医療機関が遠い2

医療関係者からの高
齢者に対する態度
（Ageism)

3

内在的能力や機能的能力に対する
介入の欠如4

https://www.who.int/teams/social-determinants-of-health/demographic-change-and-healthy-ageing/combatting-ageism/global-report-on-ageism



機能的能力の低下を防ぎ、最大限にのばせる

よう、高齢者のニーズに応じ、地域に密着し

た保健および福祉サービスを連携し, 包括的

に途切れなく提供すること

Integrated Care for Older PEople approach

高齢者のための包括ケアアプローチ



介護者支援

自己管理のサポート

多職種連携チーム

地域に密着した家庭でもできる介入方法

高齢者のニーズに応じた機能評価、ゴール設定

内在的能力、機能的能力を最大限にのばす

地域連携とフォローアップ

What is 
ICOPE 
person-
centred
care



高齢者のための統合ケアガイドライン

Integrated Care for Older 
People (ICOPE)
Guidelines on community-
level interventions to 
manage declines in intrinsic 
capacity

高齢者の内在的能力低下
を管理するための13の
推奨事項



高齢者の内在的能力低下を管理するための推奨事項

1． Improve musculoskeletal function, mobility and vitality 

筋骨格系の機能、活動性、活力の向上（運動、栄養）

2． Maintain older adults’ capacity to see and hear

感覚機能の維持（視力、聴力）

3． Prevent cognitive impairment & promote psychological well-

being 重度の認知機能障害の予防と心理的ウェルビーイングの向上

（認知機能、抑うつ状態）

4． Manage age-related conditions such as urinary incontinence

尿失禁など加齢に伴う健康状態の管理

5． Prevent falls 転倒予防

6． Support caregivers 介護者支援

Take action today. 



1．高齢者の内在的能力の低下を管理するための地域レベルでの

介入ガイドライン （ICOPEガイドライン）

2．政府関係者のための保健、福祉レベルでのガイダンス

3．プライマリケアの臨床家のためのICOPE ハンドブックとそのアプリ

https://www.who.int/ageing/health-systems/icope/en/

ICOPE 実装のためのガイダンス



地域のケアマネージャーや医療従事者が、高齢者の健康
および福祉に関するニーズを評価し、各々のニーズに
沿ったケアプランをたてれるようにサポートする

内在的能力の低下
のスクリーニング

ツール

高齢者の視点にたった
健康および福祉サービ
スのニーズの評価

高齢者と一緒にた
てる個々のニーズ
に応じたケアプラン

iOS and Google play in all 6 UN languages, Portuguese,  Vietnamese

ICOPEハンドブックアプリ



1 2

通常のケアに比べ
てICOPEケアは、ど
のように費用対効
果があるのか?

１．どのように過程
と成果を測定およ
びモニターするの

か?

2．どのようにデー
タを集めて解析す

るのか？

1. ICOPEハンドブッ
クは、現場でどの
ように使われてい

るか?

2. どのような保健・
福祉システムが実
装には必要か?

3
2020-2021 2021-2022 2022-2023

地域の保健・福祉システムに応じたICOPEの適応と実装

READY SET GO

ICOPE 実装パイロット研究
Research questions 



高齢者に優しい地域づくりに取り組む自治体等の
国際的なネットワーク

エイジフレンドリーシティ（22市町）

エイジフレンドリーアフィリエート
（神奈川県）

Oct 2017 ME-BYOサミット



未病指標の開発とWHO Clinical Consortium on 
Healthy Ageing (CCHA) との連携

神奈川の未病の紹介

WHO健康な高齢化の10年に
関する基調報告書

Dec 2020



５．国際機関で働くということ
私にとって役立っている経験とスキル

鍛えられたチーム力、チームを統括するスキル

情報共有の仕方を心得ている

臨床経験（現場を知っている）および県庁職員と
しての経験

他部署との連携（他者のニーズをよむ）



私が苦労してきた点

公衆衛生の経験と知識がない

→ 公衆衛生修士 獲得

会議でSpeak up するという経験と自信の欠如

→ 他の人の言い方をマネする、場数をこなす

 NOと言えない日本人

→ NOとは言わずに優先順位を確認する

言語に対するコンプレックス

→ Native English Speakerはそんなに多くない

日本人の仕事に対する常識は、必ずしも通用しない

→ 相手に対する期待値を下げ、必ず確認 をとる



国際保健のやりがい

コロナウイルスパンデミックにおいて、世界に貢献できる

Source: Case report forms with recorded age and sex, as of  5th Jan 2021



国際機関応募に関して役立つ情報

外務省 JPO（Junior Professional Officer）派遣制度

Https://www.mofa-irc.go.jp/jpo/seido.html

国際機関就職セミナー （履歴書の書き方、インタ

ビューの受け方など）

https://www.mofa-irc.go.jp/work/index.html

国際機関空席情報

https://www.mofa-irc.go.jp/link/link.html

先輩の話をきく

https://www.mofa-irc.go.jp/jpo/seido.html
https://www.mofa-irc.go.jp/work/index.html
https://www.mofa-irc.go.jp/link/link.html


Take home message

失敗を恐れずトライする

みて、聞いて、学んで、獲得する

世の中にはいろいろな人がいるので、

気にしすぎない

信頼できる上司、同僚をみつける



THANK YOU


